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Re s e a r c h
大学の組織と、そこで働く
教職員を主な研究対象に

心理学の研究手法、経営学
の概念を用いる

研究者番号持ちの大学職員
だがしかし科研連敗中

Jo b
京都産業大学学長室IR推進室
専任専門員

データドリブンな意思決定支援、
データ活用文化の醸成を担当

公務員の心理職→大学の事務
職→大学の専門職というキャリア

兵庫県姫路市（のだいぶ上のほう）の出身

学士(社会学)＠関西大→修士(政策科学)＠同志社大→???

Pe r s o n a l i t y

Sh i r a f u j i  Ya s u n a r i
（3 5）

B’z、トマト、競馬、しゃべくり漫才、かかと踏めるスリッポン

雨、多湿、バス、三半規管、黒板をひっかくと出るあの音



教育目的の達成に向けて、支援・調整を行う人材は重要。ただし、その人物像は明らかになっていない。
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教学マネジメントの推進アクターには

どのような知識・経験が求められるのか？。

【引用1】Sporn, B. (1996). Managing university culture: an analysis of the relationship between institutional culture and
  management approaches. Higher Education, 32(1), 41-61.

【引用2】 白藤康成（2024）「大学職員に求められる顧客志向に関する一考察」教育学術新聞第2952号

#教育開発を担うセンター所属の教職員など
#教育目的の達成に向けて、支援や調整を行う
#執行部と学部・学科との橋渡し役

JSPS科研費20K14031の支援を受けて共同研究を行い、日本高等教育開発協会のジャーナル「高等教育開発」に採録予定の共著論文の一部より抜粋して発表

# 大学が教育目的を達成するために行う管理運営
# 供給者目線から学修者目線への転換を重視
# 学修の目標を明確に、そして成果がわかるように

大学教員は組織の目的達成に興味がない【引用1】。大学職員は教育のことは教員任せ【引用2】。このままじゃ教育目的達成不可ァ！

https://www.jaedweb.org/
https://www.jaedweb.org/journal
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カテゴライズ
S t e p  

3

 概念間の関係性の解釈を行い、同
一のものをまとめたカテゴリーを5つ生
成。

 カテゴリー間の関係性の解釈も行い、
同一のものをまとめたカテゴリー・グ
ループも2つ生成。

公立
3大学

インタビュー
S t e p  

1

 2022年6月～2023年2月に、20
の大学の推進アクター25件に半構
造化インタビュー。

 インタビューの質問項目は「教学マネ
ジメントを推進するうえでアクターに求
められる知識・経験はどのようなもの
か」。

国立
4大学

私立
13大学 概念

コーディング

 25件の語りを分析。意味があると思
う文節で語りを区切って、その意味に
ついて解釈を行って、概念に圧縮。

 語りと概念の整合性が取られている
かについて検討を重ね、概念を精緻
化。15の概念を生成。

S t e p  
2

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○、××××××××、
△△△△△△△△△△△△△
△△、□□□□□…

概念

概念

インタビュー＆コーディングという質的研究手法によって、推進アクターの人物像の把握を試みる。

概念

概念

概念

概念

概念

概念 概念

概念

概念概念

概念概念

概念

概念



In t r o d u c t i o n D i s c u s s i o n 5Re s u l t s  ①Me t h o d s

11個の概念を生成。知識を問うたが、スキルや志向性に相当する語りが多く、それらも概念化＆カテゴライズ。

国の文教政策、関連法令・省令、大学の管理運営、教育
学・教育工学に関する知識高等教育に関する知識
教学マネジメント、内部質保証、自己点検・評価、三つの
ポリシー、カリキュラム、IR、FD等に対する知識教学マネジメントに関する知識
組織構造、組織文化、組織の意思決定プロセス、キー
パーソン等に関する知識学内の文脈に関する知識

他者の耳に意見を傾け、相手の理解度やタイミングに合わ
せて説明して合意を引き出すスキルコミュニケーション能力・調整力
高等教育に関する情報やデータ等を収集し、知識として参
照するスキル情報収集能力・情報リテラシー
物事を俯瞰するとともに論点を整理し、説得力のある文章
を作成するスキル論理的思考力・論理的文章表現能力
目的から逆算して思考し、会議を適切に運営、事務を適切
に遂行、仕組みづくりをするなどして目的を達成するスキル問題解決力

組織の方針に基づいて自ら手を動かし、判断しようとする
姿勢リーダーシップ・主体性
打たれ強さや我慢強さ、ストレスに対する耐性の高さレジリエンス
相手を重んじ、うまく懐に入って、粘り強く寄り添おうとする
姿勢協調性・協働性
組織目標の達成や教学マネジメントの推進に対する意欲、
使命、責任の意識使命感・責任感・意欲

知識

資質
能力 スキル

態度・志向性

カテゴリー・
グループ カテゴリー 概念
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経験

カテゴリー 概念カテゴリー・
グループ

4個の概念を生成。教学マネジメントに直接関わる経験だけでなく、様々な構成員と協働する経験の語り多し。

学内での経験

学外での経験

FD委員、教務委員・教務事務、教学企画、三つのポリシー
の作成、カリキュラム設計、シラバス作成等の業務経験教学マネジメントに関する業務経験

執行部をはじめとして、様々な構成員と教学マネジメント
以外のシーンも含めて協働し、信頼を得ている経験様々な学内構成員との多様な協働経験

文部科学省への出向経験、認証評価機関への出向や
認証評価の評価員の経験文部科学省、認証評価機関での業務経験

カリキュラムに関する研修等の受講を通して知識・理解を
深めるとともに、人的ネットワークを形成する経験学外研修受講経験
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ご清聴ありがとうございました。ご意見・ご質問、どしどしお待ちしております。

今後の課題

 どの資質・能力がより求められるの
か、という重みづけの議論と、その資
質・能力を涵養するためにどのよう
な経験が有効か、という影響構造の
把握が新たな問い。

 推進アクターは執行部と学部・学科
との橋渡し役。執行部や学部・学科
も対象とした調査も行い、推進アク
ターに求める資質・能力や役割期待
を多面的に把握していきたい。

資質・能力
 推進アクターには、教学マネジメント
に関する知識だけでなく、学内の状
況や文脈に関する知識が重要。

 知識を深めるための情報収集力、収
集した情報をわかりやすく説明する表
現力、その説明の際に発生しうるコン
フリクトに耐えうる打たれ強さ、これら
一連のアクションの原動力となり得る
使命感や主体性等も重要。求めら
れるものは知識だけではない。

経験

 教学マネジメントに関する業務経験
はもとより、その他の様々な業務経験
で構成員と協働して信頼残高を増
やしつつ、組織の文化や意思決定
の仕組みを理解することが重要。

 学外組織への出向や外部評価委員
としての活動は有用な経験だが、負
担が大きい側面も。そのようなときは
研修を活用する、といった、状況に応
じた使い分けも。

Skill

Knowledge

Attitude

Sど￥
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